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ＮＰＯ法人子ども大学かわごえ 
理事長 酒井一郎 

子ども大学かわごえの革新 

第14回図書館総合展 
  特別フォーラム 



一に教育、二に教育、三に教育 

2 

キャッチアップ型教育 
 模倣・暗記･つめこみ 
 失われた２０年 
 

教育改革 
 

 
先進国型教育 
 創造と思考中心 
 未来志向的教育 



教育改革の一案 
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 ドイツの子ども大学 
 2002年に誕生 

 子どもが感じる疑問 
 根源的 「なぜ？」 
 自然現象 
 社会現象など 

 大学教授 
 知的好奇心に応えて 
 大学レベルの課題を 
 やさしく教え 
 学問する楽しさを 
 学ばせる 



子ども大学かわごえ（ＣＵＫ） 
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 学生 
 川越や鶴ヶ島近郊の小学生 
 4年～6年生を対象 

 教員 
 大学教授 
東京国際大学、尚美学園大学、東洋大学 

その他の大学の教授 
 一流実務専門家 

 教室 
 川越の３大学 
 大学レベルの課題 
 やさしく教え、学ぶ楽しさを体験 

2008年12月 
川越で誕生 

2009年3月 
開校 



子ども大学かわごえの特長 
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①未来志向型考える教育 
②わが国初の子ども大学 
③川越市民がつくった 
  「市民立」大学、「地域の落とし子」 
④教育の３本柱 

「はてな学」 
「生き方学」 
「ふるさと学」 



子ども大学かわごえを支えるスタッフ 
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 理事長 酒井一郎（早稲田大学特別研究員） 

 学長 遠藤克弥（東京国際大学副学長） 

 理事 望月 修（東洋大学工学部教授） 

 理事 矢倉泰久（教育ジャーナリスト） 

 理事 石井成人（昭和工業㈱社長） 

 理事     斉藤信子（元川越市教育委員長） 

 理事    粂原恒久（蓮馨寺住職） 

 役員＆会員 ６８名  
 全員がボランティアで各自専門技術を駆使 

紹介誌、校歌、校旗、WEB、ポスターなど 



授業活動 
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1. 正規授業 
  月に１回土曜日の午後２～４時、５０分 
  授業２コマ 現在まで３６回の授業実施 
  述べ出席者数  
     子ども ３１１９人 保護者 １０５０人 
2. 特別授業 
   「なぜ飛行機は空を飛ぶことができるか」のワークショップ

や「ものづくり教室」など１１回実施、１４０２人の子どもが参
加。「ミニかわごえ」こどものまち学園祭では１２２１人の子
どもが参加。 



子ども大学かわごえ（授業風景） 
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子ども大学かわごえ（教授陣） 
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子ども大学かわごえ（イベント） 
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実施した正規授業のタイトル 

 なぜ飛行機は空を飛ぶことができるか？ 
 なぜ人の命を奪ってはいけないか？ 
 なぜ多数決で決めるのか？ 
 なぜハチの巣は６角形か？ 
 なぜ世界地図は同じではないのか？ 
 異文化コミュニケーションを楽しもう！ 
 オリンピック聖火ランナーのヒミツ？ 
 おカネはどこから来てどこへ行くのか？ 
 なぜ電車の席はすみから埋まるのか？ 
 なぜ世界には豊かな国と貧しい国があるのか？ 



飛行機授業のクイズ 

質問： なぜコンドルの頭は禿げているか？ 

回答： ①風を切って飛ぶのに気持がよいから 
     ②格好がよいから 
     ③頭を洗うのが面倒だから 
     ④体のバランスを取るのによいから 
     ⑤髪の毛が目に入らないから 



子ども（学生）の感想 
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 学校では聞けない話がたくさん、とても面白い。 

 新しいことを一杯知った。 

 もっといろいろな話を聞きたい。 

 この世界は、不思議で一杯なんだなぁ・・・。 

 あたりまえのことはない！と思った。 

 教室の雰囲気が大学らしくていい気分だった。 



保護者の感想 
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 小学校では教えない新しいことが沢山出てきて、
子どもが後で辞書やインターネットで調べるよう
になった。 

 授業を受けた結果、何事に対してもよく考え、質
問するようになった。 

 自分の興味のないことには関わろうとしなかった
が、何事にも食いついてみるという姿勢が出てき
た。 

 授業で一緒に聞いたことを後で親子で話し合う
のが習慣になった。 



学園祭「ミニかわごえ」こどものまち 

子ども大学「生き方学」の社会体験版 

子ども（小学生～高校生）が主役になって自立的に  

 まちづくりをし 

労働と消費の職業活動の体験をする 

大人は舞台づくりをして、子どもの 

 活動を支援する 

ドイツ「ミニ・ミュンヘン」こどものまちの 

 理念と方法を参考に開催 
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「ミニかわごえ２０１１」 
開催日時 ２４年３月１０日（土）＋１１日（日） 
  午前１０時~午後４時 
会 場 川越市内蓮馨寺境内 
こども市民  小学校生から高校生 
まちの構成 ものづくり区＋公共区＋ 
         消費区 合計約７０店舗 
入場料 ５００円／日 
地域通貨 まちの中では“コエド”のみ流通 
  １時間の労働の報酬 ＝１０コエド 

 １０コエドに対する税金＝ ２コエド 
16 



「ミニかわごえ」の仕組み 
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しみんとろくじょ

市民登録所
しみんカードを
受け取る

職業紹介所
職業をえらぶ

ぎんこう

銀行
しみんカードを見せて
「コエド」に交換

ぜいむしょ

税務署
しみんのつとめ、
税金（ぜいきん）を
はらおう

コエド
ゲット！！
はたらいたり、まなんで
じぶんの「お金」になったぞ

公共サービス
市民へのサービス
■清掃センター
■警備会社　ほか

せいぞう

製造
「もの」をつくる
■丸太林業
■手芸コーナー
など

はんばい

販売
「もの」をかう
■クッキー
■アクセサリー
などがっこう

学校
まなぶ
■マモール航空会社
■ロープワーク道場
など

しょくひんちょうり

食品調理
「たべもの」をつくる
■うどん
■ラーメン
など

フードコーナー
たべたり、飲んだり
■うどん
■ラーメン
など

アミューズメント
指導
ゲームなどを教える
■ぶんぶんゴマ
■ストラックアウト
など

アミューズメント
ゲームなどでたのしむ
■ぶんぶんゴマ
■ストラックアウト
など

コエドをつかうはたらく・まなぶ

しみんのための
「お金」として
つかわれる
■清掃センター
■電話局など
公共サービスの
お給料 (きゅうりょう ) になる

コエドを
つかって
たのしむぞ !!どんどん

はたらくぞ !!

花びらをもらって
桜タペストリーをかざろう



「ミニかわごえ」の成果（１） 
来場者 
 子ども－小学生   １２２０人／２日 
 中高生        １５０人／２日 
 おとな（含大学生）  ９３０人／２日 
  合計          ２３００人／２日 
まちづくり協力者 
 ジュニアスタッフ ７０人 

 大人サポーター１００人 
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「ミニかわごえ」の成果（２） 
       ●満足度調査 
  ①子どもたち（ビジター）の満足度 
    ・ひじょうに楽しかった  ６４％ 
    ・楽しかった         ３５％ 
  ②ジュニアスタッフの満足度 
  ③大人スタッフの満足度 
  測定方法：アンケートとインタビュー 
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「ミニかわごえ」の成果（３） 

     ●子ども（小学生） 
   ①自発性・自律性の発揮 
   ②職業意識の目ざめ 
   ③まちづくり＆ものづくりの喜び 
   ④他人との交流・コミュニケーション 
   ⑤創発性（知的開発） 
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「ミニかわごえ」の成果（４） 
中高生                           
  ①（小学生へ）教える喜びの体験 
  ②ボランティア精神による実践 
  ③小学生との世代間 
    交流 
おとな 
  ①子どもたちの積極的 
    活動への驚き 
  ②子ども・青少年との世代間交流 

21 



ＣＵＫ事業活動の推移 
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年度 収支合計 伸び率％ 学生数 伸び率％ 会員数 伸び率％ 

２０ １，２３０ － １１６ － １５ － 

２１ １，８４３ ５０ １００ －１４ ３５ １３３ 

２２ ３，０２３ ６４ １７２  ７２ ５５  ５７ 

２３ ３，７４９ ２４ １８３   ６ ５７   ４ 

２４ ６，４８２ ７３ １８４   ０ ６８  １９ 



ＣＵＫ事業活動（ＮＰＯ大賞） 
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子ども大学かわごえは優秀賞を受賞！ 

平成２３年１月 



ＣＵＫ経営活動（事業部制） 
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理事会

理科教育支援
事業部

地学協働
事業部

基幹
事業部

通信教育
事業部

米ボーイング社
チャリティ寄金

「かすみ教室」 正規授業
特別授業

ひがしまつやま
分室

１．｢かすみ教室｣
川越市自治会連合会霞ヶ関北支部と子ども大学かわごえ(ＣＵＫ)
との地学協働事業

２．｢ひがしまつやま分室｣
東松山市学童保育の会との学学協働事業

３．米ボーイング社チャリティ寄金
ボーイング社寄金を活用して東洋大学理工学部､川越市教育センター
川越市立川越第一小学校等との協働で初等理科教育を支援

CUKコミュニティ
生涯学習の場

講 師 授 業

相互学習

学生・保護者

保護者スタッフ



ＣＵＫ事業部制（２） 
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理事会 

理科教育支援 
事業部 

地学協働 
事業部 

基幹 
事業部 

通信教育 
事業部 

米ボーイング社
チャリティ基金 

かすみ教室 
 

正規授業 
特別授業 

ひがしまつ
やま分室 

2012.04.01 



ＣＵＫ事業部制（３） 
 １．「かすみ教室」 
   川越市自治会連合会霞ヶ関北支部と子ども大学かわ 
   ごえ（ＣＵＫ）との地学協働事業 
 ２．「ひがしまつやま分室」 
   東松山市学童保育の会との間に遠隔授業実施予定 
 ３．米ボーイング社チャリティ寄金 
   ボーイング社寄金を活用して東洋大学理工学部、川越 
   市教育センター、川越市立川越第一小学校等と協働 
   で小中学校理科教育を支援 
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子ども大学普及活動 
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 わが国におけるＣＵＫ型子ども大学の普及と 
 教育改革に努める 
①埼玉県内に約２０校の子ども大学が開校 
②鎌倉、群馬、栃木にも子ども大学が発足 
③ＣＵＫ冊子発行による宣伝活動 
④講演等を通した積極的広報活動 
⑤国際活動の展開 
  ドイツ子ども大学ゲッチンゲンとの交流 



今後の展開 
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１．子ども大学新聞の発行 
２．部活の奨励 音楽部、囲碁クラブなど 
３．ＣＵＫ授業を通した教授法（ＦＤ=ファカルティ・   
  ディベロップメント）の研究開発 
４．通信教育事業部のＩＴ化 
  第1ステップ ＣＵＫ本校と東松山教室の連結 
  第2ステップ～ 
５．ＣＵＫのＤＮＡとなった「革新」志向を原動力に学生・ 

   保護者の協力のもと持続的発展をめざす。 



  最後に 
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子ども大学の卒業生から 
将来ノーベル賞受賞者が 
出ることを期待 !!   
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